
    
電気通信事業法第33条第２項及び第７項に基づく第１種指定電気通信設備と丼憾榛
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月 31 日西相シ第 59 号） 

この改正規定は、平成 23 年 6 月 1日から実施し
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技術的条件集 

 

第１章～第２章 （略） 

 





第２章 形態別技術的条件 

第 26 節 形態１４ 

 

第 110 条 （略） 

 

（インタフェース仕様） 

第 111 条 当社網と直接協定事業者網間で使用するインタフェース仕様は技術的条件集

別表 26 又は 26.1 又はインタフェインタフェ当社網と憎当社網と憎





2. サービス番号への接続条件 

 （略） 

 

 

 

 

 

 





技術的条件集別表 26.1 







点（以下
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フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code



1 2 3 0 5 6 74 9 10 11 8 13 14



 

フィールド名

 者'62 囅桰  
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２．２．２ 物理アドレス解決方法



４． 上位層（レイヤ４以上）仕様 

４．１ 制御情報交換方式 

当社のＩＰ通信網終端装置と協定事業者の認証サーバ間の制御情報交換はＩＥＴＦ Ｒ

ＦＣ２８６５、ＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６６、ＩＥＴＦ ＲＦＣ３５７６およびＩＥＴＦ Ｒ

ＦＣ４８１８に準拠したＲＡＤＩＵＳプロトコルにより行う。こ
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